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PROACTIVEとは、前向き、先見的を意味する用語です。

国際社会、日本社会の変化に対応していくためには、
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第4期 中期経営計画（2018-2020）総括
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基本方針への取り組み結果
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 地域共生社会の実現に貢献するためにITを中核としたサービ
スを提供する「Tスクエアソリューションズ株式会社」をTIS株
式会社と合弁で設立

 Towa Pharma International Holdings, S.L.の
完全子会社化による海外市場への本格進出

 株式会社プロトセラを子会社化し、検査事業の立ち上げ
 声を聞きやすい音質に変換する対話型支援機器や、服薬ア

ドヒアランス向上を目的とした服薬支援ツールなど、新たな健
康関連の製品やサービスにも着手

 ドラッグ・リポジショニングの研究開発を開始

 2018年度から2020年度の3年間で、30成分76品目を
上市し、国内ジェネリック医薬品事業を毎年拡大

 セルトリオン・ヘルスケア・ジャパン株式会社と共同販売に
関する契約を締結し、バイオシミラーの取扱いを開始

 各種課題に向けた基盤技術研究と実用化研究の継続実施
 分子制御技術の研究
 グリーンケミストリーとしての連続フロー精密合成の研究
 連続生産の検討

 山形工場新棟に製造設備を追加し、大阪・岡山・山形の
3工場で115億錠の生産能力体制を実現

 ソフトカプセルの製造を目的として、グループ会社であるグリー
ンカプス製薬株式会社の静岡工場を竣工し、稼働開始



主要項目の計数目標 振り返り①
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自己資本比率売上高

50％以上

営業利益（累計）

当初目標

300億円以上

修正目標

400億円以上
財務安定性の向上

1000億円達成

計
数
目
標

自己資本比率達成

47.5％

達成

自己資本比率（年度）
48.6%（2018年度）
45.5%（2019年度）
47.5%（2020年度）

実
績

累計520億円
連結営業利益（年度）
160億円（2018年度）
161億円（2019年度）
199億円（2020年度）

1549億円
連結売上高（年度）
1051億円（2018年度）
1104億円（2019年度）
1549億円（2020年度）

2019年5月より

1) 1)

1) 2020年度よりTowa Pharma International Holdings, S.L.を連結範囲に追加



主要項目の計数目標 振り返り②
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配当政策研究開発費（累計）

安定配当の実施

設備投資（累計）

安定的な配当を行うことを基本
とし、状況に応じて自己株式
取得等による株主還元を図る

260億円以上

達成達成

安定配当の実施

達成

1株当たり年間配当（年度）
35.8円（2018年度）
44.0円（2019年度）
44.0円（2020年度）

累計226億円
連結設備投資（年度）
60億円（2018年度）
62億円（2019年度）

104億円（2020年度）

累計271億円
連結研究開発費（年度）
79億円（2018年度）
86億円（2019年度）

106億円（2020年度）

200億円以上

 新製品の確実な上市に
向けた開発計画

 医療機関、患者からの
要望による製品の改良・改善

安定供給体制の維持・強化の
ための設備投資

1)

2)

1) 2020年度よりTowa Pharma International Holdings, S.L.を連結範囲に追加
2) 2019年4月1日より株式分割

1)

計
数
目
標

実
績
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環境認識

2



外部環境の変化
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経済財政運営と改革の基本方針
2020

●ポストコロナ時代の新しい未来

◎個人が輝き、誰もがどこでも豊かさを実感できる社
会（柔軟性・多様性、変化や失敗の許容、ワー
ク・ライフ・バランスの実現）

◎誰ひとり取り残されることなく生きがいを感じることの
できる包摂的な社会（セーフティネット、人とのつな
がり、不安に寄り添う）

◎国際社会から信用と尊敬を集め、不可欠とされる
国（自由貿易の維持・発展、新たな国際秩序・
ルールづくり、国際協調・連帯）

●国民の生命・生活・雇用・事業を守り抜く

●「新たな日常」の実現：10年掛かる変革を
一気に進める

◎骨太方針2018、骨太方針2019等の内容に
沿った社会保障制度の基盤強化

（ジェネリック医薬品の使用割合80％を目指す）

「新たな日常」を通じた
「質」の高い経済社会の実現

2040年を展望した社会保障改革
の取り組み

●多様な就労・社会参加

◎多様な雇用、就業機会の充実、働き方に柔軟に
対応した年金制度への見直し

●健康寿命の延伸

◎医療機関と保険者、民間事業者等の連携による
医学的管理（運動・栄養等）を一体的に提供で
きる仕組みの構築

◎身体を動かす環境の大幅な拡充、介護予防事業と高
齢者の保健事業（フレイル対策）との一体実施および
認知症予防の施策の推進

◎自然に健康になれる環境づくりの推進

●医療・福祉サービスの改革

◎ロボット、AI等の現場活用に向けた実用化構想の検討

◎介護施設における介護助手、介護ロボット（センサーを
含む）、ICT活用等を組み合わせた業務効率化のモデ
ル事業を開始

誰もがより長く元気に
活躍できる社会の実現

参考：経済財政運営と改革の基本方針2020～危機の克服、そして新しい未来へ～ 資料2-2
参考：今後の社会保障改革について-2040年を見据えて-第28回社会保障審議会 資料2



ジェネリック医薬品業界の現状
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2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度

政府は4年前の「骨太方針2017」で、2020年9月までにジェネリック医薬品の使用割合を80％まで
高めることを目標に掲げ、2020年度第3四半期（2020年10月～12月）の

ジェネリック医薬品の数量シェア分析結果（速報値）は79.4％であり、概ね達成した

混 迷

これまで築き上げてきたジェネリック医薬品に対する国民の信頼感は低下、

業界全体として安定供給責任が果たせず、市場は混乱し、先行きは混迷を極めている

こうした状況下で、厚生労働省はジェネリック医薬品の新目標について、単に新たな数値を設定しただけでは、
患者や医療関係者に「到底理解が得られない」とし、ジェネリック医薬品への信頼を取り戻すためには、

徹底した製造管理・品質管理を踏まえた安定供給を確保する方策も合わせて打ち出す必要がある

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
使
用
割
合

しかし、昨今の不祥事により

参考：日本ジェネリック製薬協会ホームページ 発表資料等より作図



東和薬品グループの目指す姿

3

9



東和薬品グループの企業理念
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東和薬品グループは、優れた製品とサービスを創造することによって、人々の健康に貢献します。そして私達の企業活動を通して、
患者さん、医療関係者の皆様、地域社会をはじめとするすべての方々にこころから喜ばれ、求められる企業を目指していきます。

健康に貢献するすべてのものを通じてこころの笑顔を支える

私達は 人々の健康に貢献します

私達は こ こ ろの笑顔を大切に し ます



東和薬品グループの概要
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（
非
連
結
）

東和薬品株式会社

代表者 吉田逸郎（代表取締役社長） 創業 1951年6月（昭和26年）

所在地 大阪府門真市 社員数 3,314名

主要事業 医療用医薬品の製造・販売 自社製品数 332成分751品目

資本金 47億1770万円 営業所数 71拠点

（
連
結
）

※以下、Towa HDと表記する

ジェイドルフ製薬株式会社

大地化成株式会社

グリーンカプス製薬株式会社

Towa Pharma International Holdings, S.L.

Tスクエアソリューションズ株式会社

株式会社プロトセラ

Pensa Pharma, S.A.

Towa Pharmaceutical Europe, S.L.

2021年4月時点

Breckenridge Pharmaceutical, Inc.

https://www.asahi-net.or.jp/~yq3t-hruc/img/ESL.GIF
https://www.asahi-net.or.jp/~yq3t-hruc/img/ESL.GIF
https://www.asahi-net.or.jp/~yq3t-hruc/img/USL.GIF
https://www.asahi-net.or.jp/~yq3t-hruc/img/USL.GIF
https://www.asahi-net.or.jp/~yq3t-hruc/img/PTL.GIF
https://www.asahi-net.or.jp/~yq3t-hruc/img/PTL.GIF
https://www.asahi-net.or.jp/~yq3t-hruc/img/DEL.GIF
https://www.asahi-net.or.jp/~yq3t-hruc/img/DEL.GIF
https://www.asahi-net.or.jp/~yq3t-hruc/img/ITL.GIF
https://www.asahi-net.or.jp/~yq3t-hruc/img/ITL.GIF
https://www.asahi-net.or.jp/~yq3t-hruc/img/SEL.GIF
https://www.asahi-net.or.jp/~yq3t-hruc/img/SEL.GIF
https://www.asahi-net.or.jp/~yq3t-hruc/img/ESL.GIF
https://www.asahi-net.or.jp/~yq3t-hruc/img/ESL.GIF
https://www.asahi-net.or.jp/~yq3t-hruc/img/ESL.GIF
https://www.asahi-net.or.jp/~yq3t-hruc/img/ESL.GIF


東和薬品グループ会社
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大地化成株式会社

代表者 島田純一（代表取締役社長）

所在地 兵庫県神崎郡福崎町

主要事業
医薬品原薬・中間体の
研究開発及び製造

資本金 50百万円

東和薬品
出資比率

100%

グリーンカプス製薬株式会社

代表者 植木俊行（代表取締役社長）

所在地 静岡県富士宮市

主要事業 医薬品のソフトカプセル製造

資本金 90百万円

東和薬品
出資比率

100%

Tスクエアソリューションズ
株式会社

代表者 天野雄介（代表取締役社長）

所在地 大阪府守口市

主要事業
ヘルスケア関連のＩＴサービス
提供

資本金 100百万円

東和薬品
出資比率

66％

非連結
ジェイドルフ製薬株式会社

代表者 越田博武（代表取締役社長）

所在地 滋賀県甲賀市

主要事業 医療用医薬品の製造販売

資本金 40百万円

東和薬品
出資比率

100%

連結 連結

連結 Towa Pharma 
International Holdings, S.L.

代表者 久保盛裕（Managing Director）

所在地 バルセロナ（スペイン）など

主要事業 欧米地域統括会社

資本金 3百万ユーロ

東和薬品
出資比率

100%

連結
株式会社プロトセラ

代表者 田中政男（代表取締役会長）

所在地 大阪府大阪市

主要事業
疾病リスクの検査サービス事業、
診断用及び治療用医薬品の
研究開発と販売

資本金 300百万円

東和薬品
出資比率

77％

非連結

2021年4月時点
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東和薬品グループの歩み
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（単位：百万円） ［ 売上高推移 ］

第1次
成長期

第2次
成長期

第3次
成長期

30% 国が定める
ジェネリック医薬品
数量シェア目標

60%

70%

80%

1961年： 国民皆保険制度の開始

1993年： 「21世紀の医薬品の在り方に関する懇談会」最終報告
ジェネリック医薬品の「定義」と「意義」が初めて明示される

2002年： 将来の医薬品企業像の一つとして、医薬品産業ビジョンにジェネリック
医薬品メーカーが初めて行政の公式文書に取り上げられ、認知される

2007年： 2012年度までに、数量シェア30％(現状から倍増)以上にする

2013年： 2017年度末までに数量シェアを60％以上にする

2015年： 2017年央に70%以上とするとともに、2018年度から2020年度末
までの間のなるべく早い時期に80%以上とする

2017年： 2020年9月までに80%とし、できる限り早期に達成できるよう、更な
る使用促進策を検討する

第4期第3期第2期第1期［中期経営計画］ 第5期

（単位：年度）

東和薬品 創業
（1951年度）

ジェイドルフ製薬
（2003年度）

大地化成
（2010年度）

グリーンカプス製薬
（2016年度）

Towa HD
（2019年度）

Tスクエアソリューションズ
（2018年度）

プロトセラ
（2020年度）



東和薬品グループの目指していく事業
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ジェネリック
医薬品事業

健康関連事業

病気になる前に
健康状態に戻す
ための取り組み

必要とされる
医薬品の品揃え

東和品質の追求

安定供給体制
/品質保証体制
の維持・強化

情報提供体制
の維持・強化

健康維持への
取り組み

健康寿命の
延伸への取り組み

地域包括
ケアシステム
への貢献

その他の取り組み

健康に関わる
基盤構築への

取り組み

健康状態を
把握するための

取り組み

2030年までの国際目標である
SDGsに対して、ゴール3「すべての
人に健康と福祉を」を中心に、その
他のゴールについても取り組むジェネリック医薬品事業をコア事業として、

健康に貢献するあらゆる健康関連事業について展開



第5期 中期経営計画（2021-2023）

4
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「PROACTIVEⅡ」は前期の中期経営計画2018-2020

「PROACTIVE」からのつながりと連動性をもたせ、

さらに第3次成長期という新たなステージで、

将来のあるべき姿に向けて進化、発展をさせていきたいという

思いを込めた用語です。

東和薬品グループの全役員・社員が共通認識をもって、

いつの時代でも、どの地域でも、その地域に住んでいる人々に、

必要とされる会社、必要とされる製品、サービスを提供することが

できる会社であることを目指します。

ジェネリック医薬品の研究開発・製造販売をコア事業とした健康に貢献

するあらゆる健康関連事業について、日本および欧米を拠点として、

安全性と信頼性をもって世界中に展開していきたいと考えています。

第3次成長期の幕開け

PROACTIVE
Ⅱ



基本方針
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課題と重要テーマ
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ジェネリック医薬品への信頼を取り戻すための、
徹底した製造管理・品質管理を踏まえた

安定供給の確保と適切な情報発信

総合ジェネリック医薬品メーカーとして、より信頼され、
必要とされる存在となる

［方針1］

コア事業としての

ジェネリック医薬品事業の進化

 安定供給体制
- 原薬調達への取り組み
- 生産能力向上
- 東和式販売体制の最適化

 品質保証体制
 幅広い医薬品の品揃え
 製品総合力No.1の製品づくり

課題 方針 重要テーマ

世界中の人々の健康に貢献するため、
高品質で付加価値のあるジェネリック医薬品を届ける

［方針2］

海外市場での拡大と成長

「健康長寿社会」に対応した医療・介護の実現や、
医療から未病のケア・予防へシフトする社会に貢献する

［方針3］

新たな健康関連事業への展開

常に最高の東和品質の製品を提供し、
持続的に成長することで社会に貢献する

［方針4］

技術イノベーションと製品価値の創出

社員一人ひとりにとって働きがいのある会社として、
会社と社員が共に成長することで、
永続的に存続する企業であり続ける

［方針5］

働きがいのある環境づくりと人財育成

 検査事業への参入



安定供給体制
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医療機関
薬局

原薬調達 生産 物流 営業

サプライチェーンマネジメント体系図

情報を共有・連携し、全体最適化を図る

モノの動き

情報の動き

患者さん

業界

原薬メーカー
（1st）

原薬メーカー
（2nd）

大地化成 大阪工場

岡山工場

山形工場

協力会社

関西地区の
出荷センター

西日本
物流センター

東日本
物流センター

営業所

代理店

卸

直送

●合成プロセスの開発

●協力会社との連携

●複数購買

●生産能力向上

●3工場バックアップ体制

●他社との協業体制

 東西物流センター
によるバックアップ体制

 関西地区に出荷
センター開設予定

 東和式販売体制の
最適化

 情報提供、情報収集
→20頁

→21頁
→22頁

サプライチェーンマネジメントの視点を重視し、リスクに応じた取り組みを通して安定供給体制の維持・強化を図る



原薬調達への取り組み
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東和薬品の取 り組み

 合成プロセスを開発し、大地化成または協力会社で
製造することにより、外的要因による安定供給リスクを低減

原薬の自製化

 国内法令だけでなく国際基準に準じた監査
 技術専門家による監査（合成・理化学分析）

製造所に対する監査体制

 精度の高い測定を行い、発生メカニズムを特定し、
適切な対応を実施

 最新の知見を活かした発生リスクの予測

変異原性不純物への対応

原薬の出荷・製造中止
（環境、天災、感染症、事故等によるリスク）

原薬製造所のGMP対応リスク
（品質・製造に関する薬事規制上の齟齬）

変異原性不純物発生のリスク
（ICH-M7ガイドラインに準拠）

出発原料・中間体のリスク
（原薬の上流サプライヤーの重複）

原薬調達
のリスク

出発原料・中間体を含めた複数購買化の推進

 当社が製造販売している製品に関わる原薬の複数購買率
60％以上を維持し、有事の際にも安定供給が維持できる
体制を整備

 出発物質・中間体サプライヤーの重複を避けた購買先の選定



３工場の生産体制による生産能力向上
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40億錠 45億錠
65億錠 65億錠

50億錠 50億錠 50億錠 50億錠

25億錠 25億錠 25億錠 25億錠

大 阪 工 場

35億錠

200

150

100

50

0

2020年度 2021年度予定 2022年度予定 2023年度予定

山形工場岡山工場大阪工場

115億錠
120億錠

140億錠

175億錠山形工場
第二固形製剤棟
に生産設備導入

山形工場
第三固形製剤棟

および第二無菌製剤棟
の建設予定

岡 山 工 場

山 形 工 場

（単位：億錠）

＊錠剤・カプセル剤の生産能力

2023年度までに、175億錠の生産能力に向けた生産体制を構築



医療機関
薬局

患者さん

東和式販売体制の最適化
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● 営業所

● 代理店

● 卸

直送

（2021年4月時点）

営業所71拠点 代理店60拠点

全国を網羅する東和式販売体制を最適化し続けることで、

東和製品を必要とする医療機関・薬局とその先の患者さんにお届けする

物

流



品質保証体制の維持と強化
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（ ）
製造管理
品質管理

治療

受入 製造
中間
製品
試験

最終
製品
試験

工場
出荷
判定

市場
出荷
判定

工程毎に
製造指図記録書に記録

製造工程管理システムMES
で入出庫データ等を記録

品質試験管理システムLIMS
で分析データを管理

各工場 品質保証部
（大阪工場、岡山工場、山形工場）製 造 工 程 A

工 程 管 理 A

製 造 工 程 B

工 程 管 理 B

取決めや品質規格に適合
しているか確認

記録やデータに誤りが
ないか確認

本社 信頼性保証本部

GMP・GQP・GVP省令およびGDPガイドラインを遵守するため、
管理システムや仕組みを強化し、確かな品質と安全性の確保に継続して取り組む



幅広い医薬品の品揃え
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将来の薬物治療においても必要と考えられる医薬品を中心に品揃え

 幅広い領域において製品をラインナップ

 インフリキシマブBSの共同販売を足掛かりにバイオシミラー市場へ参入

 iPS創薬によるドラッグ・リポジショニング 、リバスチグミン経皮吸収型週2回製剤の開発など、

既存の枠組みにとらわれない新たな領域への挑戦

▼2020年度領域別製品構成比 ▼2030年度領域別製品構成比（予定）



製品総合力No.1の製品づくり
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製品総合力No.1の製品づくりとは、安心してお使いいただける
「東和品質」の製品を世の中に提供することを目的とした取り組みです。

これは徹底した品質管理のもと、
提供していく製品の確かな品質を保証するものであり、
最新の技術で改良・改善を重ね、
その時々で最新・最高のものに更新していきます。

この取り組みに向けて、
研究開発に関する施設・設備の拡充を行い、
研究開発機能の強化・効率化を進めます。

原薬自製化／基盤技術開発・実用化技術開発

研究開発機能の強化・効率化

東和
品質

改良立案
評価分析

情報収集

情報提供

技術実用化
改良・改善

新製品開発

理想的
製品

フィードバック

東和品質の追求



海外市場での拡大と成長
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Towa HD

を中心とした

海外市場

拡大

市場・地域

事
業
規
模

成長

Towa HDを中心とした、欧州・米国での
新製品投入を通じた事業の持続的成長

海外の顕在的および潜在的ニーズにも応える
東和品質の製品開発とその展開

未進出地域への事業拡大に
向けた市場探索



医療機関

調剤薬局

介護施設 等

運動施設 等

市役所/公民館

地域包括
支援センター 等

保健所

企業/大学 等

医師

薬剤師

介護士

ケアマネージャー

保健師

社会福祉士

トレーナー

看護師

地域住民 等

研究者

新たな健康関連事業への展開

27

理想とする地域社会創生のための基盤構築への貢献
必要な健康増進サービスを必要とする人へ提供し、健康寿命の延伸に貢献

◎データ活用による健康寿命延伸の基盤構築
◎地域包括ケアシステムへの貢献
◎健康維持・増進のための製品、サービスの更なるラインナップ増加
◎検査事業への参入
◎各事業間、および既存事業とのシナジー形成

重要施策

●健康食品

●サプリメント

●健康増進ツール

ジェネリック医薬品

●対話支援

●介護支援

コア事業

●OTC医薬品

●服薬支援ツール
予防 治療

介護
支援

→28頁



検査事業への参入
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近年、 「健康」と「病気」の間にある「未病」という状態が注目されています。「未病」は「病気」への移行状態である一方、
この段階で異常を発見できれば、「病気」の予防につながり、「健康」状態に戻ることも期待できます。
東和薬品では、今後展開する健康関連事業において、「健康」「未病」「病気」のすべての段階において、
健康状態のチェック（＝検査）が重要であると考え、検査事業に参入しました。
閣議決定された骨太方針2020にも、予防・健康づくり、重症化予防の取り組みの重要性が記載されており、
検査事業は将来にわたる健康に関する社会的要求であると考えます。

検査によって得られた情報を収集・活用し、適切な健康関連サービスの提供に
つなげることで、健康寿命の延伸に貢献

◎疾病リスクの検査サービスの開始
◎検査事業以外も含めた健都ヘルスケア科学センターの拡充

重要施策

検査（個人の状態を知る）
適切な健康関連サービス

（受診者）

（個人が必要なサービスを受ける）

健康 未病 病気

適切な健康関連サービスの提供のために、
「検査」はどの段階でも必要となる

検査事業の位置付け（イメージ）

参考：経済財政運営と改革の基本方針2020～危機の克服、そして新しい未来へ～ （2020年7月17日閣議決定）

検査事業参入のねらい

予防 治療 介護 支援



技術イノベーションと製品価値の創出
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原薬技術 製剤化技術

新たな製品価値の創出

生産技術

「分子制御技術」の確立
 原薬の結晶形や粒度を自由にコントロール
⇒付加価値製剤の開発に貢献

「不斉合成技術」の確立
 効率的な原薬合成を可能とする

「連続フロー精密合成」の開発
 廃棄物やCO2の排出が少ない触媒反応を鍵とし、

環境に優しいグリーン・サスティナブル・ケミストリー
を追求

リアルタイムで生成物を監視する技術の構築
（PAT：Process Analytical Technology）

連続生産への応用
 一貫した流れの中で製造するため、省人化が可能
 製造設備が小さく、専有面積が抑えられる

服薬しやすいOD錠の追求
 RACTABの進化
⇒苦味マスキング、錠剤の小型化、より速やかな崩壊性を実現

安定な製剤の実現
 有効成分の分解を抑制する技術を応用した製剤開発
 3年+αの有効期間を担保

ブロモクリプチンの新規適応取得を目指した共同研究
 家族性アルツハイマー病を対象とした治験を開始

リバスチグミンの新用法・用量製剤の開発
 経皮吸収型週2回製剤の開発
 患者さんやご家族、介護に携わる方の負担軽減につながる

ことを期待
 2021年夏に臨床試験（第Ⅲ相試験）の開始予定



働きがいのある環境づくりと人財育成
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社員が成長することで
会社の企業基盤が強化され、
変化に対応した成長が可能となる

個人の成長やキャリアの充実により、
社員一人ひとりにとって、
働きがいのある会社であり続ける

製品づくりへのこだわりや思いが
社員に伝承されることで、
東和薬品らしさが存続する

企業基盤の
強化

企業基盤を
強化するために

その環境を整備する

人財育成

社員を会社にとって
重要な投資資源・財産

として捉え、成長
できるよう働きかける

社員の成長

製品づくり
に対する

こだわり・思い

キャリアの
充実

働きがい

働き方の多様性を
尊重し、社員一人ひとり

が働きがいを感じる 東和らしさの
存続

東和薬品が
東和薬品として永続的

に存続する



配当政策

主要項目の計数目標
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売上高 営業利益（累計）

研究開発費（累計）

350億円以上

設備投資（累計）

安定配当の実施

必要とされる製品の品揃えと、
医療機関や患者さんからの

要望に応える製品の改良・改善

750億円以上

品質保証体制、安定供給体制を
維持・強化するための生産設備

および研究開発機能の
強化・効率化への投資

安定的な配当を基本とし、
企業価値の向上を見据えた

株主還元を図る

2000億円達成［ 連 結 ］

1500億円達成［ 単 体 ］

単年度の売上高の達成

570億円以上

持続的な成長のための投資
および株主還元のために、

期間累計の営業利益の達成
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将来予想に関連する記述については、目標や予測に基づいており、
確約や保証を与えるものではありません。

予想と異なる結果になることがある点を認識された上で、ご利用ください。

東和薬品株式会社 広報・IR室
ir@towayakuhin.co.jp  TEL.06-6900-9102 FAX.06-7177-4960

お 問 い 合 わ せ 先


